
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

成果 達成状況

100%

1,4011,095

成果目標の達成状況

36.5%

学校・家庭・地域の連携・協働による地域の実情に応じた、持続的な学校支援の仕組みを県内全ての公立小中学校でつくり、多様な学校
支援の取組を推進し、地域が見守り支える「地域とともにある学校」「地域に開かれた信頼される学校」づくりを目指す。

・平成27年度においては、67.6％（371校／549校）で仕組みがつくられている。
・推進に向けて「準備・調整」及び「検討中」の段階にある学校数が150校程度あるが、取組の実態から見ると町村部の学校より市街地の学
校への重点的な働きかけが必要である。

1,401 1,401

合計（A) 3,489
67.6%

29年度

当初予算 3,489

○信州型コミュニティスクール実施校割合　75％

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標

75.0%

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

合計 1,401

事業番号 15 07 03 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 信州型コミュニティスクール推進事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 文化財・生涯学習課

総合５か年
計画

プロジェクト  8-2-1　教育再生プロジェクト E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

4　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H25 ～

施策展開

2-(3)　知の集積と教育の充実

   (ｲ)　地域に根差した学校づくり

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針 4-2　信州創生を担う人材の確保・育成

1,967 935 934

成果目標・
事業内容 県推進事業 直接

信州型コミュニティスクールを県内に広げる取組
①取組の底上げが必要な市町村への重点的支援
　○信州型CSアドバイザーの重点派遣
　○重点個所を中心としたコーディネーター研修
②取組充実へ向けての支援
　○市町村教育委員会、学校への訪問支援
　○先進事例研修会
　○県推進委員会

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

県内の公立小中学校の理解を得ながら、全県で事業展開を行うため

93.8% 達成

　 ｲ　未来の信州を担う子どもたちの教育の充実

項目 H26末

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

概　算
人件費

5.00 5.00 3.00

41,380

3,106 1,095

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　来年度は信州型コミュニティスクール普及の総仕上げとなるため、アドバイザー派遣、コーディネーター研修等を重点的に展開していく｡
　また、次期教育振興基本計画の方向性を踏まえ、平成30年度以降の信州型ＣＳに係る充実策を検討していく。

目標に対
する成果
の状況

　各取組を通じ、事業の主旨が十分に浸透してきた結果、目標を上回る成果を達成している状況である。

 概算事業費（B（A）+C） 44,486 40,665 25,143

39,570 23,742

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

1,512 466

1,401 1,095 1,401

信州型コミュニティ
スクール実施校割合

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

Aの
財源

1,401 1,401

10 0 0

467
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